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2018 年度 所員業績リスト 

 

■浅野倫子 

＜論文＞（査読あり） 

Matsuda, E., Okazaki, Y. S., Asano, M. & Yokosawa, K. (2018). Developmental changes in number 

personification by elementary school children. Frontiers in Psychology, 9:2214, 1-10. 

宇野究人・浅野倫子・横澤一彦（2019）. 漢字の形態情報が共感覚色の数に与える影響. 心

理学研究, 89(6), 571-579. 

 

＜寄稿＞ 

浅野倫子 (2018). 共感覚と音象徴からのぞく認知処理間の潜在的な結びつき. 基礎心理学

研究, 37(1), 57-64. （基礎心理学会第 36 回大会での講演論文） 

 

＜依頼講演＞ 

Asano, M. (2018). Associations in Japanese grapheme-colour synaesthesia: from the perspective of 

grapheme learning. Invited talk at Bridging senses: new developments in synaesthesia (a Royal 

Society discussion meeting), London, UK (October 22, 2018). 

 

＜学会発表＞ 

Matsuda, E., Okazaki, Y., Asano, M., & Yokosawa, K. (2018). Developmental decrease in number 

personification by non-synesthetic children. The 22nd meeting of the Association for the 

Scientific Study of Consciousness (ASSC), S9-10, Krakow, Poland (June 28, 2018).（査読あり） 

浅野倫子 (2018). 日本心理学会第 82回大会 公募シンポジウム SS-047「共感覚」, 仙台 (2018

年 9 月 26 日) (共同企画者, 指定討論) （査読あり） 

Yokosawa, K., Kadowaki, H., Uno, K., & Asano, M. (2018). Grapheme-colour associations can 

transfer to novel graphemes when synaesthetic colours function as grapheme “discriminating 

markers”. Poster presentation at Bridging senses: new developments in synaesthesia (a Royal 

Society discussion meeting), London, UK (October 22, 2018). （査読あり） 

Yokosawa, K., Nobuta, T., & Asano, M. (2018). Effects of traditional culture on color preference. 

The 59th Annual Meeting of the Psychonomic Society, 5203, New Orleans, LA, USA 

(November 15-18, 2018). （査読あり） 

浅野倫子・門脇花奈・宇野究人・横澤一彦 (2018). 既知文字の共感覚色は、文字の区別に役

立つときに新奇文字に転移する. 日本基礎心理学会第 37 回大会, 1-30, 川崎 (2018 年 12

月 1 日). 

熊倉恵梨香・信田拓也・浅野倫子・横澤一彦 (2019). 日本人の色嗜好における文化依存性に

ついての検討. 第 17 回注意と認知合宿研究会, 名古屋 (2019 年 3 月 3 日). [Technical 
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Report on Attention and Cognition (2019), 7, 1-2.] （査読あり） 

 

 

■江川隆男 

＜著作＞ 

江川隆男『スピノザ『エチカ』講義――批判と創造の思考のために』、法政大学出版局、2019

年 2 月、全 406 頁 

 

＜論文＞（査読なし） 

江川隆男「論理学を消尽すること――ニーチェにおける〈矛盾‐命令〉の彼岸」、『HAPAX 10

――特集・ニーチェ』、夜光社、2018 年 11 月、pp.103-116 

江川隆男「〈身体‐戦争機械〉論について――実践から戦略へ」、『ドゥルーズの 21 世紀』

所収、檜垣立哉・小泉義之・合田正人編、河出書房新社、2019 年 1 月、pp.75-92 

 

＜鼎談＞ 

佐藤嘉幸・廣瀬純・江川隆男「「三つの革命」とは何か」、『図書新聞』、3346 号所収、2018

年 4 月 7 日、pp.1-3 

 

 

■江口正登 

＜総説、解説記事＞ 

江口正登「接触領域としてのパフォーマンス」、『美術手帖』1068 号、74-75 頁、2018 年 8

月（依頼） 

江口正登「（反）演劇性」、『美術手帖』1068 号、76 頁、2018 年 8 月（依頼） 

江口正登「ライヴ性」、『美術手帖』1068 号、77 頁、2018 年 8 月（依頼） 

江口正登「脱技術化／再技術化」、『美術手帖』1068 号、78-79 頁、2018 年 8 月（依頼） 

江口正登「パフォーマンス小史」、『美術手帖』1068 号、80-81 頁、2018 年 8 月（依頼） 

江口正登「リエナクトメント」、『美術手帖』1068 号、92 頁、2018 年 8 月（依頼） 

 

＜学会企画パネル＞ 

石田圭子、稲津秀樹、江口正登、富田大介、伊藤拓、門林岳史（司会）「『RADIO AM 神戸

69 時間震災報道の記録』リーディング上演をめぐって」、表象文化論学会第 13 回大会

企画パネル、2018 年 7 月 8 日、神戸大学（招待） 

 

＜雑誌企画監修＞ 

江口正登「パフォーマンスの最前線をひもとくキーワード」『美術手帖』1068 号、72-98 頁、
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2018 年 8 月（依頼） 

 

＜座談会＞ 

松田正隆、砂連尾理、江口正登、相馬千秋（司会）「役に立つ映像身体での学びと問い」、《映

像身体学科・映像身体学専修ホームページ 

URL：https://www2.rikkyo.ac.jp/web/eishin/news/news20180625.html、2018 年 9 月 14 日 

 

 

■橋本和典 

＜論文＞（学会提言） 

橋本和典・足立智昭・宇佐美しおり・高橋教朗・中島隆博（2018）．日本におけるメガ災害

PTSD の予防および心理療法トリートメントシステム構築の必要性 国際力動的心理

療法学会編 無力感の克服と危機介入（IADP 第 21・22 回年次大会論文集） 東京：国

際力動的心理療法学会 pp. 113－122. 

 

＜報告書＞ 

橋本和典・高田毅・田中令子・吉田愛（2019）．PAS 心理教育研究所・福島トラウマ心理療

法センターの成果と課題―平成 29 年度報告 2018 年度研究助成報告集, 第 30 号 大

阪：公益財団法人メンタルヘルス岡本記念財団 pp. 125－131. 

 

＜学会発表＞ 

橋本和典（2018）．メガ災害トラウマ反応とレジリエンス－福島におけるトラウマ心理療法

の現場から 国際力動的心理療法学会第 24 回年次大会 大会シンポジウム「危機とレ

ジリエンス」 於 静岡県静岡市 静岡県コンベンションセンター「グランシップ」 

2019 年 3 月 1 日 

 

＜講演・放送・ワークショップ等＞ 

（講演）「トラウマの治癒像」 一周年記念講演 於 福島県郡山市 PAS 心理教育研究所・

福島トラウマ心理療法センター 2018 年 4 月 15 日 2 時間 

（事例指導講師）「強迫症状を呈する中 2 女子の母親面接」（発表者：右山祐一） 世田谷

区教育委員会内部研修会 於 東京都世田谷区 世田谷区教育委員会教育相談室烏山

分室 2018 年 8 月 1 日 2 時間 

（招待講演）「思春期の心とどう向き合うか－トラウマを超える心の成長と発達」 平成 30

年第 2 回教育相談機関連絡会議 於 神奈川県藤沢市 神奈川県立総合教育センター

亀井野庁舎 2018 年 11 月 20 日 3 時間 

（講演）「『不安』を大事にする生き方」 希望の市民大学第７講 於 福島県郡山市 PAS
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心理教育研究所・福島トラウマ心理療法センター 2018 年 12 月 9 日 2 時間 

（講演）「トラウマとレジリエンス」 希望の市民大学第 8 講 於 福島県郡山市 PAS 心

理教育研究所・福島トラウマ心理療法センター 2019 年 1 月 13 日 2 時間 

（座長）「思春期の自我自律性不全脱却の鍵となる二択の問いの量子論的分析」（発表者：

永山智之・小谷英文）／「感情過程への介入による自傷の消失」（発表者：田中令子） 

国際力動的心理療法学会第 24 回年次大会臨床研究発表 於 静岡県静岡市 静岡県コ

ンベンションセンター「グランシップ」 2019 年 3 月 1 日 

（ワークショップ・トレーナー）「PTSD 予防と心理療法」 国際力動的心理療法学会第 24

回年次大会訓練ワークショップ 於 静岡県静岡市 静岡県コンベンションセンター

「グランシップ」 2019 年 3 月 2 日 3 時間  

（スーパーヴァイザー）「自分の怒りに圧倒され、疲弊する女性への介入」（発表者：高橋

教朗・坂田毅）・「母から絶縁された摂食障害女性との心理面接過程－分裂を生き延び

るということ」（発表者：山本奈苗） 国際力動的心理療法学会第 24 回年次大会事例

スーパーヴィジョン 於 静岡県静岡市 静岡県コンベンションセンター「グランシ

ップ」 2019 年 3 月 3 日 2 時間 

（講演）「9 回目の 3.11 を迎える心構え－隠れたトラウマとうつとの付き合い方」 希望市

民大学 第 8 講 最終講義 於 福島県郡山市 PAS 心理教育研究所・福島トラウマ心

理療法センター 2019 年 3 月 10 日 

 

＜外部資金受給実績＞ 

公益財団法人岡本メンタルヘルス記念財団平成 30 年度活動助成金「福島における大震災

PTSD に対する心理療法および専門家養成活動」 

 

 

■日高聡太 

＜論文＞（査読有） 

Hidaka, S., Suzuishi, Y., Ide, M., and Wada, M. (2018). Effects of spatial consistency and individual 

difference on touch-induced visual suppression effect. Scientific Reports, 8, 17018.  

Hidaka, S., Suzuishi, Y., and Kitagawa, N. (2018). Investigating the effects of tactile masking and 

surface texture on the velvet hand illusion. Perception, 47, 1070–1080.  

Sugita, Y., Hidaka, S., and Teramoto, W. (2018). Visual percepts modify iconic memory in humans. 

Scientific Reports, 8, 13396.  

Hidaka, S. and Yaguchi, A. (2018). An investigation of the relationships between autistic traits and 

crossmodal correspondences in typically developing adults. Multisensory Research, 31, 729–

751.  

Yaguchi, A., and Hidaka, S. (2018). Distinct autistic traits are differentially associated with the width 
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of the multisensory temporal binding window. Multisensory Research, 31, 523–536.  

 

＜学会発表＞（国際学会） 

Hidaka, S. Hearing visual motion: Sound induced visual motion perception. Birkbeck Psychology 

Seminar 2019 (January, 16, 2019, Birkbeck University, London) 

 

＜学会発表＞（国内学会） 

鈴石陽介，日高聡太. 視覚運動情報が触覚におけるテクスチャ知覚に及ぼす影響. 日本基礎

心理学会第 36 回大会 (2018 年 12 月 1 日, 専修大学) 

鈴石陽介，日高聡太，井手正和，和田真. 触覚誘導性視知覚抑制効果における視触覚刺激の

空間一致性と自閉傾向の影響に関する検討. 第 10 回多感覚研究会 (2018 年 10 月 20-21

日, 東北大学) 

 

 

■嘉瀬貴祥 

＜論文＞（査読あり） 

Kase, T., Ueno, Y., Shimamoto, K., & Oishi, K. (2019). Causal relationships between sense of 

coherence and life skills: Examining the short-term longitudinal data of Japanese youths. 

Mental Health & Prevention, 13, 14-20.  

嘉瀬貴祥・上野雄己・下司忠大（2019）．Dark Triad のライフスキルに対する関連―反社会

的な性格特性の適応的，不適応的側面に関する探索的検討― パーソナリティ研究，

27，266-269．  

Kase, T., Ueno, Y., & Oishi, K. (2018). The overlap of sense of coherence and the Big Five 

personality traits: A confirmatory study. Health Psychology Open, 5, 1-4.  

嘉瀬貴祥・上野雄己・梶内大輝・島本好平（2018）．パーソナリティ・プロトタイプにおけ

る Resilients, Overcontrollers, Undercontrollers，およびその他のタイプの特徴―ライフス

キルの高低に基づいた検討― パーソナリティ研究，27，164-167．  

木村駿介・嘉瀬貴祥・大石和男（2018）．共食の質尺度の作成および精神的健康との関連 日

本家政学会誌，69，439-447．  

 

＜学会発表＞ 

Yano, K., Kase, T., & Oishi, K. (2019). Sense of Coherence moderates the relationship between 

sensory-processing sensitivity and depressive tendency. The Society for Personality and Social 

Psychology’s Annual Convention 2019（2019 年 2 月 8 日） 

嘉瀬貴祥・奇二正彦・濁川孝志（2018）．自然体験の多寡を測定する尺度（Survey for Nature 

Experience 2）の開発 日本トランスパーソナル心理学／精神医学会第 19 回学術大会
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（2018 年 12 月 24 日） 

嘉瀬貴祥（2018）．パーソナリティ・プロトタイプとその特徴―健康教育場面における性格

特性による分類の活用についての検討― 一般社団法人日本学校保健学会第 65 回学術

大会 （2018 年 12 月 2 日） 

嘉瀬貴祥（2018）．対人スキルは対人場面における批判的思考の使用判断に関わるか 日本

社会心理学会第 59 回大会（2018 年 8 月 28 日） 

嘉瀬貴祥・上野雄己（2018）．パーソナリティとライフキャリア・レジリエンスの関係―パ

ーソナリティ・プロトタイプの観点から― 日本パーソナリティ心理学会第 27 回大会 

（2018 年 8 月 26 日） 

Kiji, M., Kase, T., & Nigorikawa, T. (2018). Effects of star watching experiences on the sense of 

human's spirituality and on other psychological factors. 23th annual congress of the European 

College of Sport Science（2018 年 7 月 5 日） 

嘉瀬貴祥・上野雄己・大石和男（2018）．首尾一貫感覚のライフキャリア・レジリエンスに

対する関連の検討 日本健康心理学会第 31 回大会（2018 年 6 月 23 日） 

 

 

■加藤千恵 

＜展示＞ 

加藤千恵「不老長生と医学 ―身体・服薬・煉丹術―」, 研医会図書館春の展示会, 2018 年

4 月 22 日～28 日 

 

＜著書＞ 

秋岡英行・垣内智之・加藤千恵,『煉丹術の世界―不老不死への道』, 大修館書店, 2018 年

10 月 20 日 

 

＜口頭発表＞ 

加藤千恵「唐末宋初煉丹術的発展―《周易参同契》与外丹的理論化」2018 年 5 月 20 日, 於

中国 四川大学, 生命道教暨卿希泰先生道教学術思想研究国際論壇 

加藤千恵「《周易参同契》與唐末宋初煉丹術的發展―以鉛汞説為中心」2018 年 10 月 29 日, 於

台湾 政治大学, 華人宗教研究中心「歴史與當代地方道教研究」系列講座 

加藤千恵「内丹的歴史和原理」2018 年 12 月 3 日, 於輔仁大学 

 

 

■Kavanagh, Christopher 

＜論文＞ 

Kavanagh, C., Jong, J., Whitehouse, H. (in press) Ritual and religion as social technologies of 
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cooperation. In Culture, Mind, Brain: Emerging Concepts, Models, Applications. (Eds.) 

Laurence J. Kirmayer, Shinobu Kitayama, Carol M. Worthman, Robert Lemelson, & Constance 

A. Cummings. Cambridge University Press: Cambridge. 

Kavanagh, C. & Kapitány, R. (in press) Promoting the benefits and clarifying misconceptions about 

Preregistration, Preprints, and Open Science for the Cognitive Science of Religion. Journal for 

the Cognitive Science of Religion.  

Whitehouse, H., & Kavanagh, C. (in press) What is the role of ritual in binding communities 

together? Handbook of the Cognitive Science of Religion. (Ed.) Justin Barrett. Oxford 

University Press: Oxford. 

Yustisia, W., Putra, I.E., Kavanagh, C., Whitehouse, H. & Rufaidah, A. (in press) The role of 

religious fundamentalism and tightness-looseness in promoting collective narcissism and 

extreme group behavior. Psychology of Religion and Spirituality.  

http://doi.org/http://dx.doi.org/10.1037/rel0000269 

Kapitány, R., Kavanagh, C., Buhrmester, M. D., Newson, M., & Whitehouse, H. (2019). Ritual, 

identity fusion, and the inauguration of president Trump: a pseudo-experiment of ritual modes 

theory. Self and Identity. https://doi.org/10.1080/15298868.2019.1578686 

Kapitány, R., Kavanagh, C., Whitehouse, H., & Nielsen, M. (2018) Examining memory for 

ritualized gesture in complex causal sequences. Cognition, 181, 46-57.  

https://doi.org/10.1016/j.cognition.2018.08.005 

Kavanagh, C., Jong, J., McKay, R., Whitehouse, H. (2018) Positive experiences of high arousal 

martial arts rituals are associated with identity fusion bonds and willingness to perform 

personally costly pro-group behaviors. European Journal of Social Psychology, 49(3): 461-481. 

https://doi.org/10.1002/ejsp.2514 

Thomson, R., Yuki, M., Talhelm, T., Schug, J., … Kavanagh, C., … & Visserman, M. (2018) 

Relational Mobility predicts social behaviors in 39 countries and is tied to historical farming 

and threat. Proceedings of the National Academy of Science, 115(29): 7521-7526. 

https://doi.org/10.1073/pnas.1713191115 

Kavanagh, C. (2018) Ritual and Cognition. International Encyclopedia of Anthropology. Hilary 

Callan (Ed.), Wiley-Blackwell: Oxford. https://doi.org/10.1002/9781118924396.wbiea1686 

Kavanagh, C. (2018) Too much, too little, or the wrong kind of 'theory' in the Study of Religions? 

Method and Theory in the Study of Religion, 40 (4-5): 463-471.  

https://doi.org/10.1163/15700682-12341439 

 

＜解説記事＞ 

Kavanagh, C. (2019) Review: The Emergence and Evolution of Religion: By Means of Natural 

Selection by Jonathan Turner, Alexandra Maryanski, Anders Klostergaard Petersen and Armin 
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W. Geertz (eds.). Numen, 66(4): 449-458. 

Kavanagh, C. (Fall 2018) Review: Religion Explained? The Cognitive Science of Religion after 

Twenty- Five Years by Martin, Luther H. and Donald Wiebe (eds.). Evolutionary Studies in 

Imaginative Culture, 2(2): 147-152. https://doi.org/10.26613/esic.2.2.104 

Kapitány, R. & Kavanagh, C. (2018) A ritual by any other name. Behavioral and Brain Sciences, 41, 

e79. https://doi.org/10.1017/S0140525X17002102 

Kavanagh, C. (2018) Death and religion in a post-replication crisis world. Religion, Brain, & 

Behavior, 9(2), 185-190. https://doi.org/10.1080/2153599X.2017.1414708 

 

＜依頼公演＞ 

Kavanagh, C. (Dec 2018) Ritual & Religion Quantified: Exploring the value of cognitive and 

evolutionary approaches to religion. Philosophy of Religion Workshop Series. Rissho 

University, Tokyo, Japan.  

Kavanagh, C. (Oct 2018) Extremism, Rituals & Identity Fusion. RELS337: Psychology of Religion. 

University of Otago, Otago, New Zealand. 

 

＜学会発表＞ 

Kavanagh, C. (Sep 2018) Embracing Pain: The bonding role of positive reflection in collective 

extreme rituals. [Presentation] Association of Social Anthropologists of the UK and 

Commonwealth, Oxford, UK. 

Kavanagh, C. (Aug 2018) Coding counterintuitive concepts in Japanese Folktales and Religious 

Stories. [Keynote Presentation] Opening Workshop for Citizen Orientated Digital Archive of 

Myths and Archaeology Project. Izumo, Japan. 

Kavanagh, C. (Aug 2018) ‘On Open Science & CSR’. [Closing Reflection] 7th Biennial Meeting of 

the International Association for the Cognitive Science of Religion. Boston, USA. 

Kavanagh, C., Tsuchida, S., Whitehouse, H., & Yuki, M. (Aug 2018) Pain as Pleasure: The role of 

post ritual affective processing in forging group bonds [Presentation] 7th Biennial Meeting of 

the International Association for the Cognitive Science of Religion. Boston, USA. 

Kavanagh, C., Whitehouse, H., & Yuki, M. (July 2018) Cross-Cultural Variation in Intuitions about 

Rituals: An Experimental Study Exploring how US and Japanese Respondents Assess 

Communities Associated with High Arousal Rituals. [Presentation] 24th Congress of the 

International Association for Cross Cultural Psychology, Guelph, Canada.  

 

 

■川越敏和 

＜論文＞（査読あり） 
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Kawagoe, T., Onoda, K., Yamaguchi, S. (2019). Subjective memory complaints are associated with 

altered resting-state functional connectivity but not structural atrophy. Neuroimage Clinical; 

21:101675. 

Suzuki, M., Kawagoe, T., Nishiguchi, S., Abe, N., Otsuka, Y., Nakai, R., Asano, K., Yamada, M., 

Yoshikawa, S., Sekiyama, K. (2018). Neural Correlates of Working Memory Maintenance in 

Advanced Aging: Evidence From fMRI. Frontiers in Aging Neuroscience, 10:358. 

Kawagoe, T., Onoda, K., Yamaguchi, S. (2018). Different pre-scanning instructions induce distinct 

psychological and resting brain states during functional magnetic resonance imaging. European 

Journal of Neuroscience, 47(1):77-82. 

 

＜講演＞ 

川越敏和. (2018). 「高齢者の『こころ』と『からだ』を理解する」新座市内大学公開講座 (於

立教大学新座キャンパス) 

 

＜学会発表＞ 

川越敏和・小野田慶一・安倍哲史・高吉宏幸・三瀧真悟・小黒浩明・山口修平. (2018).「高

齢者の主観的物忘れに関連する脳の機能・構造的変化」日本老年医学会第 60 回学術集

会 (於国立京都国際会館). 

 

 

■中村秀之 

＜図書・章分担執筆・単独＞ 

中村秀之（2018）「〈不活動〉との共同――『水俣の子は生きている』」、丹羽美之・吉見俊

哉編『戦後史の切断面――戦後史の切断面――公害・若者たちの叛乱・大阪万博』（記

録映画アーカイブ 3）、東京大学出版会、全 290+10 頁、担当箇所、39-57 頁。2018 年 7

月（依頼あり）。 

中村秀之（2018）「映画に社会が現れるとき――『ステラ・ダラス』（1937）の言語ゲーム」、

若林幹夫・立岩真也・佐藤俊樹編『社会が現れるとき』、東京大学出版会、全 409 頁、

担当箇所、325-359 頁。2018 年 4 月（依頼あり）。 

 

＜その他の口頭発表・単独＞ 

中村秀之（2019）「コメント」。藤井仁子「誰がために鐘は鳴る――スピルバーグの『リン

カーン』と絶対者の問題」（連続討議「現代アメリカ映画への政治的視角――イースト

ウッドとスピルバーグ」第 2 回）2019 年 1 月 12 日（土）、早稲田大学戸山キャンパス

（招待）。 
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■小口孝司 

＜論文＞（査読あり） 

Miyakawa, E., Kawakubo, A., & Oguchi, T. (in press). Do People Who Travel More Perform Better 

at Work? International Journal of Tourism Research. 

Kawakubo, A., & Oguchi, T. (in press). Recovery experiences during vacations promote life 

satisfaction through creative behavior. Tourism Management Perspectives.  

Miyakawa, E., Jose, P. E., Bryant, F. B., Kawakubo, A., Oguchi, T. (in press). The reliability and 

validity of the Japanese version of the Ways of Savoring Checklist (WOSC-J).  Journal of 

Positive Psychology and Wellbeing. 

Kawakubo, A., Bryant, F. B., Miyakawa, E., & Oguchi, T. (in press).  Development and Validation 

of the Japanese Version of the Savoring Beliefs Inventory (SBI-J). Journal of 

PositivePsychology and Wellbeing. 

 

＜学会発表＞（国際学会、査読あり） 

Miyakawa, E., & Oguchi, T. (2018) Does Savoring Travel Experience Affect Personal Development? 

24th Asia Pacific Tourism Association Conference. Shangri-La's Mactan Resort and Spa, Cebu, 

Philippine. 7/3. 

Kawakubo, A., & Oguchi, T. (2018). What promotes happiness of vacationers? 24th Asia Pacific 

Tourism Association Conference. Shangri-La's Mactan Resort and Spa, Cebu, Philippine. 7/5. 

 

＜学会発表＞（国内学会、査読なし） 

川久保惇・宮川えりか・小口孝司 (2018). Savoring Beliefs Inventory 日本語版の信頼性・妥

当性の検討 ―ポジティブ経験を「味わうこと」に関する能力― パーソナリティ心理

学会第 27 回大会, 大阪いばらきキャンパス（立命館大学）, 2018 年 8 月 27 日. 

宮川えりか・小口孝司 (2018). 国内旅行のモチベーションがジェネリックスキルに及ぼす効

果 日本社会心理学会第 59 回大会, 追手門大学, 2018 年 8 月 28 日. 

宮川えりか・小口孝司 (2018). 就労者のセイバリング方略と個人要因との関連, 第 34 回産

業・組織心理学会大会，名古屋大学, 2018 年 9 月 2 日. 

宮川えりか・小口孝司 (2018). 海外修学旅行が高校生のウェルビーングに及ぼす影響 日本

心理学会第 82 回大会，仙台国際センター（東北大学）, 2018 年 9 月 25 日. 

川久保惇・小口孝司 (2018). 休暇中の活動が主観的 well-being に及ぼす影響 日本心理学会

第 82 回大会，仙台国際センター（東北大学）, 2018 年 9 月 25 日.  

Miyakawa, E., Schott, C., & Oguchi, T. (2018). The Key Elements of Personal Development through 

International Travel －Does emotional evaluations of the tourism experience influence 

personal development?－ 第 33 回日本観光研究学会全国大会，跡見学園女子大学, 2018
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年 12 月 16 日. 

 

＜その他＞ 

小口孝司 (2018) 御朱印ガールの秘密 日本テレビ 所さんの目がテン（2018 年 5 月 27 日）

（制作協力・出演）（http://www.ntv.co.jp/megaten/oa/20180527.html） 

小口孝司 (2019) 旅行でストレスとつき合う 学術シンポジウム「ストレスを知り、上手に

つきあう」 立教大学研究ブランディング事業「インクルーシブ・アカデミクスー生き

ものとこころの『健やかさと多様性』に関する包摂的研究」の成果報告（2019 年 3 月

1 日、池袋キャンパス） 

 

 

■大石幸二 

＜研究論文＞（査読あり） 

渡邉孝継・山口暁・豊田真季・竹森亜美・中内麻美・大石幸二（2018）．自閉スペクトラ

ム症児の対人葛藤場面における互恵的な分配行動の獲得―他者との円滑な対人交渉

を目指して― 言語文化学会論集，50，139-151． 

大石幸二（2018）．行動コンサルテーションにおける非言語的行動の社会的統制の分析―

教育現場において教師の“反省的実践”を支持するために― 人間関係学研究，23(1)，

3-10． 

豊田真季・大石幸二（2018）．自閉スペクトラム症児における対人コミュニケーションス

キル促進のための基軸行動発達支援 臨床発達心理実践研究，13，104-111. 

中内麻美・藤島瑠利子・大石幸二（2019）．ミラーリング手続きによる自閉スペクトラム

症児の対人行動の促進 発達障害研究，41(1)，採択決定済．（2019 年 5 月発行予定） 

大石幸二（2019）．自閉スペクトラム症児における社会的健康をめぐる展望―わが国の文

献調査にもとづく臨床的研究の知見と課題 人間関係学研究，24(1)，採択決定済．

（2019 年 12 月発行予定） 

 

＜著書＞（翻訳を含む） 

本郷一夫編著，実践研究の理論と方法（大石幸二担当：第 3 章「実践研究における単一事

例デザインを用いた方法」）．金子書房（分担執筆） 

大石幸二監修・遠藤愛・太田研著（2018）．カンファレンスで深まる・作れる―配慮を要

する子どものための「個別の保育・指導計画」―．学苑社． 

大石幸二監修 山崎晃史編著（2019）．公認心理師・臨床心理士のための発達障害論―イ

ンクルージョンを基盤とした理解と支援―．学苑社．（2019 年 3 月刊行予定） 

日本行動分析学会編（2019）．行動分析学事典（大石幸二担当：「セルフ・コントロール

（自己制御）」「行動コンサルテーション」）．丸善出版．（2019 年 3 月刊行予定） 
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大石幸二編集，第１回公認心理師国家試験―要点解説と必修用語―．文光堂（2019 年 3

月刊行予定） 

 

＜学会発表＞ 

大石幸二（2018）．行動コンサルテーションにおけるパフォーマンス・フィードバックの

効果―指導・支援実践を報告する際の「媒体」による効果の違いについての予備調査

―．日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際会議場），P3-76． 

高宮明日香・大石幸二（2018）．自閉スペクトラム症（ASD）児の行動調整を促す応用行

動分析的介入―BRIEF を用いた実行機能の行動評定と介入効果の検討―．日本特殊教

育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際会議場），P1-80． 

山口暁・大石幸二（2018）．自閉スペクトラム症児の対人葛藤場面における第三者的・相

互的方略獲得への支援．日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際会議

場），P3-80． 

秋元響・遊馬結・大石幸二（2018）．「逆模倣」が自閉スペクトラム症児に及ぼす影響の

検討（Ⅰ）―無意識に行われた逆模倣の頻度と活動性や満足度が高まるメカニズムの

整理―．日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際会議場），P2-75． 

遊馬結・秋元響・大石幸二（2018）．「逆模倣」が自閉スペクトラム症児に及ぼす影響の

検討（Ⅱ）―逆模倣が生じている場面と生じていない場面における行動生起の差異の

検討―．日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際会議場），P2-76． 

 

 

■都築誉史 

＜学会発表＞（国際学会） 

Tsuzuki, T., Takeda, Y., & Chiba, I. (2018). Influence of cognitive resource allocation on the 

attraction effect in multi-alternative decision making: An experimental study using a dual-task 

paradigm. Abstracts of the Psychonomic Society, Vol.23, p.192, No.3055. New Orleans, USA 

(November, 2018). (査読あり) 

Tsuzuki, T., & Chiba, I. (2018). A time-series eye-tracking analysis of the attraction and compromise 

effects separated by the final decision in multi-alternative choice. Abstract of the 39th Annual 

Conference of Society for Judgment and Decision Making, Poster-1, No.17. New Orleans, USA 

(November, 2018). (査読あり) 

 

＜学会発表＞（国内学会） 

都築誉史・武田裕司・千葉元気 (2018). 認知資源が多肢選択意思決定における魅力効果に及

ぼす影響―聴覚プローブ法を用いた実験的検討― 日本心理学会第 82 回大会発表論文

集，1PM-065. 仙台 (2018 年 9 月). (査読なし) 
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■山田哲子 

＜書籍＞ 

山田哲子 (2018). 成人知的障がい者の「将来の生活場所の選択」に関する研究―健やかな在

宅ケアおよび家庭外施設利用を目指す家族支援―. 風間書房 

山田哲子 (2018).「障害者家族」「知的障害」. 質的心理学辞典 p155，p205. 新曜社（2018

年 11 月刊行） 

 

＜学会発表＞ 

福丸由佳・本田麻希子・山田哲子 (2018). 離婚家庭と子どもへの支援~FAIT(Families In 

Transition)プログラムの紹介と実践~. 日本家族心理学会第 35 回大会（立教大学；立教

大学池袋キャンパス）ワークショップ 

曽山いづみ・大瀧玲子・小川洋子・山田哲子・光本歩・谷川聡 (2018). 離婚を経験した家族

に対する心理支援の現状と課題. 日本心理学会第 82 回大会（東北大学；仙台国際セン

ター）公募シンポジウム 

 

＜講演会＞ 

山田哲子・谷川聡 (2018). 知的障がいのある子どもの将来の生活場所を考える. 葛飾区教育

委員会生涯学習課の依頼による講演，東京（2018 年 9 月 19 日） 

 

 

■安田みどり 

＜学会発表＞ 

安田みどり (2018). 所属大学へのコミュニティ感覚および心理専門職への援助要請態度が

学内リソース認知と学生相談への援助要請意図に及ぼす影響. 日本コミュニティ心理

学会第 21 回大会発表論文集，42-43. 

田中志歩・安田みどり (2018). 日本の医療機関利用における在留外国人女性の困難体験プロ

セス〜困難の要因と対策の検討〜. 日本コミュニティ心理学会第 21 回大会発表論文集，

58-59. 

 

＜著書＞（分担執筆） 

安田みどり (2019) 患者をチームで支えるには 日本コミュニティ心理学会研究委員会編 

コミュニティ心理学 実践研究のための方法論. 新曜社. Pp.80-88. 
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■竹森亜美 

＜研究論文＞（査読あり） 

渡邉孝継・山口暁・豊田真季・竹森亜美・中内麻美・大石幸二（2018）．自閉スペクトラ

ム症児の対人葛藤場面における互恵的な分配行動の獲得―他者との円滑な対人交渉

を目指して―言語文化学会論集，50，139-151． 

 

＜研究論文＞（査読なし） 

竹森亜美・豊田真季・中内麻美・渡邉孝継（2019）. 機能的ライフスキルを促進するため

のインタラクションの形成―発達障害児・者の「生活実感」をもとにした自立支援―

生協総研賞・第 15 回助成事業研究論文集，76-87 

 

＜学会発表＞ 

竹森亜美・豊田真季・中内麻美・渡邉孝継（2018）．発達障害児・者の時間的見積もりス

キル獲得のための実践的研究（1）―時間的見積もりにおける状況と時間概念の関連づ

けの分析―．日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際会議場），P5-74 

豊田真季・竹森亜美・中内麻美・渡邉孝継（2018）．発達障害児・者の時間的見積もりス

キル獲得のための実践的研究（2）―待ち合わせ場面における時間的見積もりのアクテ

ィブ・シミュレーション―  日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際

会議場），P5-75 

中内麻美・竹森亜美・山田圭祐・豊田真季・大石幸二（2018）．発達障害児の自律的な行

動調節の支援パッケージの開発―現在と過去の振り返りによる自発的な言語的記述と

活動選択の関連性の検討―  日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際

会議場），P5-73 

 

 

■豊田真季 

＜研究論文＞（査読あり） 

豊田真季・大石幸二（2018）．自閉スペクトラム症児における対人コミュニケーションス

キル促進のための基軸行動発達支援 臨床発達心理実践研究，13，104-111. 

渡邉孝継・山口暁・豊田真季・竹森亜美・中内麻美・大石幸二（2018）．自閉スペクトラ

ム症児の対人葛藤場面における互恵的な分配行動の獲得―他者との円滑な対人交渉

を目指して― 言語文化学会論集，50，139-151． 

 

＜研究論文＞（査読なし） 

竹森亜美・豊田真季・中内麻美・渡邉孝継（2019）. 機能的ライフスキルを促進するため

のインタラクションの形成―発達障害児・者の「生活実感」をもとにした自立支援―
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生協総研賞・第 15 回助成事業研究論文集，76-87 

 

＜学会発表＞ 

豊田真季・竹森亜美・中内麻美・渡邉孝継（2018）．発達障害児・者の時間的見積もりス

キル獲得のための実践的研究（2）―待ち合わせ場面における時間的見積もりのアクテ

ィブ・シミュレーション．日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際会

議場），P5-75． 

竹森亜美・豊田真季・中内麻美・渡邉孝継（2018）．発達障害児・者の時間的見積もりス

キル獲得のための実践的研究（1）―待ち合わせ場面における時間的見積もりのアクテ

ィブ・シミュレーション．日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国際会

議場），P5-74．  

中内麻美・竹森亜美・山田圭祐・豊田真季・大石幸二（2018）．発達障害児の自律的な行

動調節の支援パッケージの開発―現在と過去の振り返りによる自発的な言語的記述

と活動選択の関連性の検討．日本特殊教育学会第 56 回大会（大阪教育大学；大阪国

際会議場），P5-73． 


